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研究成果の概要（和文）：理工学系留学生及び外国人研究者が、専門を話題としたアカデミックな場面において聞き、
理解し、話すために必要とされる項目を採録した『理工学系基本口頭表現用例学習辞典』を開発した。本用例学習辞典
は本グループが独自に開発した数少ない専門日本語話し言葉コーパスを資源とし、用例学習辞典の基本的な分析、枠組
みを確立した上で、日本語教師と専門家による基本語彙・用例の認定を行った。

研究成果の概要（英文）：The objectives of developing a basic colloquial expression dictionary based on a 
science and engineering corpus are: 1) to enable international students and researchers in the fields of 
science and engineering to comprehend spoken expressions used in academic situations such as seminars in 
their laboratories, and 2) to make the dictionary available for use as a reference when international 
students and researchers need to interact in academic situations in Japanese. This dictionary was 
developed on the basis of a science and engineering spoken Japanese corpus compiled from seven different 
fields within the School of Engineering and the School of Information Science and Technology at the 
University of Tokyo. The example sentences were selected and analyzed by the members of the corpus team 
with the cooperation of specialists in each field.

研究分野： 日本語教授法

キーワード： 話し言葉コーパス　理工学系　コロケーション　口頭表現　専門日本語　語彙・用例

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
理工学系留学生及び外国人研究者(以下「留
学生」とする)が、専門を話題としたアカデ
ミックな場面において聞き、理解し、話す
ために必要とされる項目を採録した『理工
学系基本口頭表現用例学習辞典』の開発と
公開を行う。現在理工学系は多くの留学生
を抱え、英語で研究活動が行える環境の整
備が進められている。しかし、実際のとこ
ろ研究室内では難解な日本語が大量に使用
されているのが現状である(単他 2009)。優
秀な留学生が十分にその能力を発揮させ、
また、日本人も外国人から有益な刺激を受
け、双方を活性化させつつ研究水準を向上
させていくためには、より両者の相互理解
を促す研究環境の整備が急務である。研究
を生活の主軸とする彼らにとって、相互理
解の最も基礎となるものが各分野で使用さ
れる専門日本語の、それもコミュニケーシ
ョンの重要なツールとなる話し言葉の理解
である。この重要性は、初中級学習者が多
くを占める教育の現場においては緊急性の
高いものとしてかねてより認識されてはい
たが、先端的内容を扱う理工学系研究室内
の発話資源の確保の難しさから、研究はあ
まりなされてこなかった。この現状を打開
すべく、本グループは 2007 年から有益な
資源となる大規模専門話し言葉コーパス
『理工学系話し言葉コーパス』を独自に構
築している。本研究はこのコーパスを元に
理工学系の口頭表現の運用に特化した辞典
開発を行い、学習者の需要に正面から応え
ようとする試みである。 
 
２．研究の目的 
理工学系留学生及び外国人研究者が専門を
話題としたアカデミックな場面で日本語を
聞き、理解し、話すために必要とされる項
目を採録した『理工学系基本口頭表現用例
学習辞典』の開発と公開を行う。本辞典は
本グループが独自に開発した数少ない専門
日本語話し言葉コーパスを資源とし、本分
野でも画期的な話し言葉の実例を掲載した
ものである。 
 
３．研究の方法 
(1) 用例学習辞典の基本的な分析、枠組み 

の確立 
① 基礎資料の充実、フィールドの確保、 

基礎資料の構築 
② 基礎資料の量的な分析の枠組み 
③ 基礎資料の質的な分析の枠組み、意味的 

な分析、談話機能的な分析 
④ 他コーパス資料の調査  
 
(2) 用例学習辞典のための基本語彙・表現 

の認定 
① 分野共通の基本語彙・表現の選定 
② 分野別基本語彙・表現の選定 
③ 専門語彙・表現の選定 

④ 専門家への依頼 
⑤ 意味的・談話機能的タグ付け 
 
(3) 用例学習辞典の試作版の完成・オンライ 

ン公開 
① 語彙の多言語対訳 
② 用例の日英対訳 
③ オンラインシステムの構築 
 
４．研究成果 
(1)コーパスの教材化 
① 専門語彙・漢字コース 教材化と実践 
②「げんき」の導入漢字を含む、教材として
の漢字語彙リスト作成 
 
(2)「理工学系語彙・用例学習支援システム 
レインボー」の充実化 
① データの充実化  
4 分野から７分野へ語彙収録数の増加  

② ユーザーの利便性の向上  
音声情報の付与 中級レベル対応 

③ ユーザーの利便性の向上  
辞書機能の追加 中級レベル対応 

④ユーザーの利便性の向上  
部分一致検索機能の付加 

⑤ユーザー参加型で機能を向上   
コメント機能の追加 
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